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はじめに



































分の 1 を占めており、それは全労働力人口の 34.6％（638 万 2658 人）に相
当した。とりわけ女性の割合が多い分野は、布地・衣服 Travail des étoffes, 
vêtement（87.1％ ＝ 113 万 5553 人）、使用人 Service domestique（81％ ＝ 73
万 1523 人）、繊維産業 Industries textiles proprement dites（51.4％ ＝ 46 万
3217 人）、自由業 Professions libérales（41％ ＝ 13 万 8460 人）、商業・興行・
銀行 Commerce, spectacle, banque（35.6％ ＝ 57 万 1079 人）であった3）。
　実数の上で女性労働者数が最も多いのは農林業 Forêts et agriculture であ
り（32.7％ ＝ 275 万 4593 人）、女性労働者の 4 割強が従事していたことにな
る4）。19 世紀半ばのフランスでは工業化の進行によって農業就労人口が減少
図 1　 Léon DELACHAUX, Lingère, 1905, Huile sur 

























1801 年 27.5 21.2 （77%） 18.2 （66%）
1821 年 30.5 23.4 （76%） 18.9 （62%）
1846 年 35.4 26.8 （76%） 20.1 （57%）
1861 年 37.4 26.6 （71%） 19.9 （53%）
1872 年 36.1 24.9 （69%） 18.5 （51%）
1881 年 37.7 24.6 （65%） 18.2 （48%）
1891 年 38.3 24.0 （63%） 17.4 （46%）
1901 年 38.9 23.0 （59%） 16.1 （42%）
1911 年 39.6 22.1 （56%） 15.1 （38%）
出典： Jean Molinier, « L’évolution de la population agricole du XVIIIe siècle à nos jours », Economie et 




















































は、“domestique（使用人）” ではなく、“bonne à tout faire（なんでもできる












































































































図 2　 Mary Lancaster Lucas, Petites dentellières, Huile 




図 3　 カレーのチュール製造業（絵葉書、1908 年消印、筆者私物）




もいた27）。工房における雇われ刺繍職人の場合、1 日あたり 4.20 フランの収
入から糸通し職人の賃金を差し引いた約 3 フランが手取りであった。家内工
業を営む刺繍職人の場合、糸通し職人に 1 日 1.25 フラン、繕い職人に 1.75
フランを支払い、約 7.60 フランの手取りであった28）。つまり、高い技術を























　フランスにおいて労働を規制する最初の法律は 1841 年法（Loi du 22 mars 
1841 relative au travail des enfants employés dans les manufactures, usines ou 
ateliers）であり、これによって最低雇用年齢を 8 歳とすること、8 歳から




1874 年法（Loi du 19 mai 1874 sur le travail des enfants et des filles mineures 
employés dans l’industrie）において、児童労働の制限が拡大され、16 歳未
満の子供と 21 歳未満の女子に対する夜間労働の禁止や、16 歳未満の子供と
21 歳未満の女子の日曜・祭日労働の禁止、12 歳未満の子供および少女・女
性の炭鉱・採石場での地下労働の禁止が規定された32）。
　さらに、「工業施設における児童・女子・女性に関する 1892 年 11 月 2 日
法（Loi du 2 novembre 1892 sur le travail des enfants, des filles et de femmes 
dans les établissements industriels）」において女性労働が法律で規制される
ことになる。同法は、児童・未成年女子・女性の工場・鉱山・採石場・作業
場における労働について規定しており、以下の通り定められた。① 13 歳未
満の児童を上記の施設において働かせてはならない（第 2 条）33）。② 16 歳未
満の男女の 1 日の実働労働時間は 10 時間を超えてはならず、16 歳から 18
歳の男女の実働労働時間は 1 日 11 時間、週 60 時間を超えてはならない（第
3 条）。③ 18 歳以上の女性の実働労働時間は 11 時間を超えてはならない（第
3 条）。④ 18 歳未満の子どもと未成年女子および女性は夜 9 時から朝 5 時ま
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